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該当する□には．レ印を記入してください。特定聯業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です。

「基噸年度」とは計画期間の前年度を．「目標年度」とIt3+画期間の最終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます，

「事業所等排出区分」とは京都府内の:晦業所等の嘱業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送叩Ⅱ河排出区分」と１大自動車運送事業者についてI士使用の本拠の位置を京都府内とする噸両
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者についてI士保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とI土上記以外の哀郁府内における事業所等の事猶活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

「原単位当たりの温室効果ガス排出趾等」の「用途区分」には、○○工場、Ｉ豚務所などの用途を記入してください，「原町1位の指標」には、分子の「二鹸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数吐、廷ぺ床面
積、走行距離幕）を記入してください。

「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスのⅢＩ減量擁」のうち「森林の保全及び整蝋」の「目標年度（汁iiljT）」欄には計画期間中の目標の繁3+を、「報告年度（実績）」欄には実績の累8ﾄを記入してください。

「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基蝋とした排出戯の対比や、省エネ製品開発など他呑の温寵効果ガス排出Nil減への貢献、グリーン調遺の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください。
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住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）
京都府公立大学法人理事長荒巻禎一

事業者の主たる
業種 大学

該当する事業者
要件

厚京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

Ｆ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針 京都府公立大学法人では、法人化前から両大学において府のl機関として府の策定した計画に基づいてエコオフイス活動を中心とした温室効果ガス削減の
取組を推進してきたところであるが、法人化後も引き続き、エコオフイス活動の徹底や施設の環境性能向上等の取組を進め、平成22年度に平成１７年度比で
温室効果ガス５％削減を図る゜

推進体制
･理事長を最高責任者とする推進体制を構築し、地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進する。
･削減目標の早期達成を図るため、ＰDCAサイクルによる進行管理を実施し、着実な実行を促す。

環境マネジメントシステム名称 京都府環境マネジメントシステム

適用範囲 京都府立医科大学(附属病院含む）
京都府立大学

取得年月日 平成19年11月１日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成20～2２

平成2０

平成21～2２

平成2２

設備、対象、工程等

全組織

京都府立医科大学

京都府立医科大学

京都府立医科大学

措置内容

エコオフィスの徹底、環境,性能の向上

空調設備の稼働時間短縮、附属病院空調熱源の機能回復改修

附属病院空調機・送風機のＶベルトを省エネタイプに交換することにより、電力負荷の低減を図った゜

既設ボイラーを中央蒸気ボイラーからの稼働に切り替え、稼働ボイラーの集約化を図ることにより、ガス消費の軽減を図っ
た｡ 

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二鹸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二鹸化炭無換１m[）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二鹸化炭素換算）

増減率
(実績）

19,758.0ｔ １８，１６４．０ｔ -8.1％ 22,088.8ｔ 11.8％ 

ｔ ｔ ％ ｔ (X， 

1,125.0ｔ 1,125.0ｔ 0.0％ 403.0ｔ -64.2％ 

＊Ｉ 20,883.0ｔ ＊２ 19,289.0ｔ -7.6％ ＊』 22,491.8ｔ 7.7％ 

京都府立医科大学及び京郁府立大学において、エコオフイスの徹底や、各部屋の適正な冷暖房管理等を行ったが、医科大学における買趣先の変更や
夏季の猛暑等により、温室効果ガスの排IlMitが卿加した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換筧

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 噌減率（計画） 報告年度（実績） 墹減率（実績）

〔X、 ％ 

％ `)６ 

〔X｝ ％ 

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取jWl駄尋 (二鹸化炭索換算）

(整備面積） hａ (吸収職） ｔ 

(利用戯） ｎJ (削減lit） ｔ 

(充電瞳） kwｈ (削減iii【） ｔ 

(熱供給鉦） GＪ (削減戯） ｔ 

(購入fit） kwｈ (削減趾） ｔ 

(鵬入Ht） ｔ (ilI減斌） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

取組殿等 (二鹸化炭紫換算）

(整備而積） hａ (吸収Bk） ｔ 

(利用殿） I、‘ (伽I減lit） ｔ 

(充瓶11t） kwｂ (削減砿） ｔ 

(熱供給H1） GＪ (rll減lit） ｔ 

(ﾛﾙ入iit） kwｈ (削減 ｔ 

(鯛入砒） ｔ (削減舷） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一ﾊﾘ減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 20,883.0ｔ 

目標年度（計画）

I竃２１－１｡3119,289.0ｔ

墹減率（計画）

-7.6％ 

報告年度（実績）

(‐Ij-(*5１ ２２，４９１．８ｔ 

増減率（実績）

7.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


